
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： 不均一温熱環境における人体影響評価に関する研究 

これまでの室内温熱環境は、空調機により空気温度を一定に保つことにより快適性の制御を行ってきた。しかし、近

年の地球規模でのエネルギー問題や環境問題の指摘のなかで、よりエネルギー効率のよい方法での快適感の提供が

求められており、床暖房を代表とする放射暖冷房による快適性の追求をはじめ、省エネルギーや快適性向上を目

的として開発が進んでいるタスク・アンビエント空調やパーソナル空調では、あえて人体を不均一な温熱環境に

曝露することによる経済的快適制御が試みられている。現在、これらの評価に用いられる現在の室内環境設計

のための温熱環境指標は、予測平均温冷感申告（PMV）及び標準有効温度（SET*）などの指標を中心に利用

されているが、基本的に全身を対象として評価する尺度であるため、不均一放射、上下温度差、ドラフト、床温

度などを主原因とする局部温冷感が存在する不均一な温熱環境の評価には適さない場合が多い。そのため、

温熱的に不均一な環境における人体の温熱快適性の評価手法の開発は重要な課題となっている。人体の温冷感

や快適感に影響する温熱環境要素には、気温、湿度、放射温、気流などがあるが、冷暖房や換気時にもっとも

対応が難しい要素としては気流が挙げられる。気流は、夏季には涼感が得られる効果がある一方で、増加しす

ぎると望まれない局部気流であるドラフトにより不快を生じるなど人体への影響が大きく、その気流効果の適切な

評価手法が求められている。 

 そこで本研究では、人体各部位に与える生理的及び心理的影響を明らかにすることにより、不均一な温熱環境

の快適性及び温熱的影響を定量化する評価指標を作成することを目的としている。多様な不均一温熱環境に対応

できる評価手法の確立には、それぞれの不均一温熱環境における人体各部位ごとの環境との間の熱移動を明

らかにする必要があるとともに、特に、不均一温熱環境における人体の生理的及び心理的反応に関しては、被

験者を用いた実験により実証的に把握する必要がある。そのため、静穏環境及び局部気流曝露環境における人

体周辺微気候性状を把握し、人体各部位の放熱に与える心理・生理的影響を定量化することで、人体各部位

における環境との熱収支に基づき、不均一な温熱環境が、全身及び人体各部位の生理･心理反応に及ぼす影

響と効果を明らかにしている。 

不均一温熱環境における人体の生理・心理反応に関しては多くの研究がなされているものの、人体の形状

が複雑なゆえに人体各部位の熱伝達率などの諸係数を得ることは困難である。近年の冷暖房の普及により生

活形態の変貌する以前の日本人やサーマルマネキンなどで得られた諸係数を利用して、検討や数値シミュレー

ションが行われている。これに対し、本研究は、現在の日本人を対象とした被験者実験により、多様な不均一温

熱環境それぞれに対応できる人体各部位の熱的諸係数を実証的に求め、検討を進める点に最大の特色があ

り、人体の個人差をも検討対象とする点に意義がある。さらに、本研究で得られる諸係数は、人体熱モデルや

室内気候解析のシミュレーション用の基礎データとなりうるなど、その応用範囲は広い。 
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